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論 文 内 容 の 要 旨 
 周菁氏の博士学位請求論文『日本近代二字形容詞的形成――基于詞彙近代化
視角的考察』（日本語タイトル：明治期における漢語形容動詞の発達――語彙近
代化の視点から）は下記のように、序章と終章を含め、全８章で構成されてい
る。章の下には節と項が設けられており、巻末に 103 頁からなる 4 つの付録が
ついている。 
 
一、序章 
（序章） 
第二章 形容動詞概観 
（形容動詞概観） 
第三章 明治時期的漢字形容動詞 
（明治期の漢字形容動詞） 
第四章 “漢籍詞”中的“伝承詞”――以「重要」為例 
（漢籍語における伝承語――「重要」を例として） 
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第五章 “漢籍詞”中的“新義詞”――以「偉大」為例 
（漢籍語における新義語――「偉大」を例として） 
第六章 「和製漢語」――以「正確」為例 
（「和製漢語」――「正確」を例として） 
第七章 「和製漢語」――以「優秀」為例 
（「和製漢語」――「優秀」を例として） 
八、終章 
（終章） 
附録 1：日語漢字形容動詞一覧表，1-20 頁 
附録 2：日語近代漢字形容動詞一覧表，21-32 頁 
附録 3：近代中日同形二字形容詞一覧表，33-60 頁 
附録 4：常用二字形容詞詞源考察，61-103 頁 
 
日本の近代語研究では、明治期に日本語の語彙は大きく変容し、語種の面で
は漢字語、品詞の面では名詞（サ変動詞語幹を含む）と形容動詞が著しく増え
たことが一般的な認識である。それら急増した語彙については、これまで様々
な視点から研究がなされてきた。しかし、従来の研究に関しては主に次のよう
な問題点が指摘できよう。１、学術用語を中心とする名詞に焦点が当てられ、
形容動詞やサ変動詞などの用言（以下叙述語と呼ぶ）に関するものは少ない。
２、漢語形容動詞について、若干の語に対する語の発生と伝播、普及、定着に
ついて、考察が行われてきたが、体系的に形容動詞全体に対し語誌記述がまだ
なされていない。１については、近代語の全体像を明らかにするためには、語
彙全般の解明が必要で、形容動詞などに対する研究が不可欠である。２につい
ては、国語辞書の編纂のみならず、明治期において名詞（サ変動詞語幹を含む）
に次いで急増した漢語形容動詞がどれ程あるのか、どのような語なのかといっ
た基本的な問題も明らかにされていないのが現状で、そのような問題を早急に
解決する必要性が感じられる。周菁氏の学位論文は、近代の漢語形容動詞を対
象とし、語彙体系の近代化という視点から、その発生、定着、及び漢字文化圏
における環流現象を解明し、漢語形容動詞の全体像を把握しようとするもので
ある。以下、各章の内容を略述する。 
序章では、本論文と最も関連性の高い「近代日本語の中の漢語」「日中語彙交
流」と「漢語形容動詞」に関する先行研究を整理し、その成果を述べたうえで
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問題点を指摘している。続いて、本研究の位置付けを明確にし、研究課題及び
研究目的と、それに対する研究方法を述べ、論文の構成を提示した。 
第二章は、「形容動詞の概観」を中心に述べている。形容動詞の史的変遷を顧
みながら、形容動詞の発生及びその品詞名の成立過程を紹介し、上代から近現
代までの形容詞と形容動詞の語数、その中の漢語と和語の量的変化などを調査
した結果を示している。調査にあたり、周菁氏は所定の方法に基づき、収録語
数 27 万語の『日本語語彙大系』から形容動詞の全数を統計し、リストアップし
ている。さらに、その中の漢語形容動詞を選別し、文字数や接辞の有無等によ
って分類し、分析を行った。 
第三章では、「明治期における漢語形容動詞」について述べている。漢語形容
動詞の中から語形と語義のいずれかで近代に発生したものを抽出し、いわゆる
近代の漢語形容動詞の語数とその内訳を明らかにした。それに基づいて、文字
数と日中同形であるかどうか、漢籍における出典の有無などにより再分類した。
また、最も常用と判断する日中同形の二字漢語形容動詞 44 語を日中両言語にお
ける初出とその近代における使用例、また、使用頻度の変化などの面から考察
し、その語源及び日中間での移動について語誌記述を試みた。最後に、これま
での考察結果により、明治期における日中同形の二字漢語形容動詞を「漢籍語」、
「和製漢語」、「不明」の三種類に分け、「漢籍語」をさらに「継承語」と「新義
語」に分類した。 
第四章では、第三章の分析結果を踏まえ、「漢籍語」の中の「継承語」に関し
て考察を加えたが、ここでは主に「重要」を例として論じている。「重要」とい
う語は中国の漢籍に由来し、その意味が漢籍とほぼ一致したまま近代まで継承
され、日本語にも同義で借用された語である。日本語の「重要」は、幕末の蘭
学訳書に初出が確認され、明治初期に中村正直の名著『西国立志編』に使用さ
れた。その由来は、新教宣教師メドハーストやロブシャイドによる英華辞書の
影響だと推測する。19 世紀末から 20 世紀の初頭ごろ、「重要」の日本語での使
用が中国よりも先に普及し、その後中国語に逆流入した。一方、中国語におけ
る「重要」は、その発生から近代まで使われてはいたが、使用頻度が低く、語
としての身分はメドハーストの English and Chinese Dictionary（1847－48）やロ
ブシャイドの『英華字典』（1866－69）で訳語とされた。20 世紀初頭から日本語
からの強い影響を受け、「重要」が一気に常用語となり、現在に至ったというの
が周菁氏の結論である。 
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第五章は「漢籍語」の中の「新義語」に関して述べる部分だが、この章は主
に「偉大」を例として論じている。「偉大」は中国の漢籍に由来するが、近代に
新義が生じ、それ以降日中両言語にほぼ新義のみで使用されている語の代表と
して考察する。19 世紀までの中国語において、「偉大」は「体が大きい」という
意味で使用されてきた。しかし、日本に伝わった後、漢籍の意味も使用されて
いたが、明治初期に抽象的な事柄を修飾するようになり、新義が生じた。両義
が一定期間の併用を経て、19 世紀末にはほぼ新義のみの使用となり、辞書にも
広く収録され、次第に定着した。その新義もまた 20 世紀初頭における中国への
日本語流入の風潮に従い、中国語に定着し、普及した。このように、「偉大」の
由来は中国であるが、新義は日本で発生したもので、中国への逆流入によって、
中→日→中という語彙の環流現象が見られた。 
第六章では「和製漢語」に関して述べるが、ここでは主に「正確」を例とし
て論じている。「正確」は江戸時代に発生した「和製漢語」で、後に中国にも伝
わった語の代表として考察するが、江戸後期の『国史略』に初出が見られ、蘭
学の著書にも数例確認できた。明治に入ってから、意味と用法、表記にゆれが
あったが、「正しく確か」という意味で次第に定着し、明治 30 年代には小説に
も使われるようになり、辞書にも広く収録された。一方、中国語においては、
今まで使用例が見当たらなかった「正確」が 1900 年前後に『清議報』『新民叢
報』などの日本で創刊された出版物に初めて出現し、また日本の書籍や記事の
中国語訳にもしばしば姿を現すようになった。その後、使用頻度が急増し、短
い期間で定着した。早期使用例や時代の背景から見て、日本からの借用語だと
推定している。 
第七章でも「和製漢語」に関して述べるが、ここでは主に「優秀」を例とし
て論じている。「優秀」は明治期に発生した「和製漢語」で、後に中国にも伝わ
った語の代表として考察する。「優秀」は調べた限りの初出が 1886 年で、歴史
は浅いが、短い期間で普及に至った語である。中国語においては、「正確」と同
じく、日本で創刊された中国刊行物や日本に関する記事などに初めて見られ、
日本からの借用語だと考えられる。しかし、中国語に伝わった後、意味では日
本語とほぼ一致しているが、用法では「人間活動の主体」領域の語の修飾に集
中し、日本語のように「人間活動」や「生産物及び用具」に属する語を修飾す
る用法ではあまり用いられない。また、＜優秀＞という概念を表す日中の類語
群も考察し、同概念を表現するには、日本語に「ひいでる」「優秀」など和漢相
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応のものがあるのに対し、中国語には 19 世紀半ばごろの一字漢語より「優秀」
「優美」「傑出」「卓越」など二字漢語へと発展していく軌跡が確認できる。 
最後の「終章」では、前七章の考察を踏まえ、近代における漢語形容動詞の
発達の原因や、その特徴等に検討を加えた。さらに、形容動詞を取り上げる本
課題の意義及び今後の課題についても論じている。 
以上、各章に示したように、周菁氏の学位論文は、近代の漢語形容動詞を全
数調査した上、それを整理・分類し、その語源について詳細な考察を加えた。
特に、形容動詞の中の常用日中同形二字語について、その発生、日中間での移
動、定着過程を詳しく考証し、全面的な語誌記述を試みた。このような作業に
より、近代における漢語形容動詞を体系的に捉えることが成功したと言えよう。
学位論文ではまた、その中の最も代表的な日中同形の漢語形容動詞 4 語を取り
上げ詳細に検討した。それにより、各パターンの語の発生・発達の過程や、日
中語彙交流の史実、類語群の形成及び新旧交替などの事実をタイプ別に記述す
る方法が確立した。周菁氏の研究結果より、新しい形容動詞の発生原因やその
品詞上の特徴なども明らかになった。なお、漢語形容動詞の全体像を把握する
ことによって、日本の近代語語彙研究だけではなく、中国語の近代語研究にも
寄与すると考えられる。 
以上、各章で示したように、周菁氏の論文は、漢字形容動詞の近代的発生と
漢字文化圏における伝播、普及、定着を中心に考察し、従来の近代語研究では、
十分に検討されなかった学術用語以外の漢字語の問題を堅実な語源学、文献学
の手法と豊富な日本語、英語の知識で、実証的に考察した。その範囲は、近代
訳語、第二言語習得における語彙教育の問題まで及ぶ。 
近代語の語源研究において、周菁氏の学位論文に見られた、日中英という複
眼的なアプローチは、近世・近代における東アジアの諸国語の語彙史を考える
際には極めて有効な方法であると言える。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 論文の提出に先立ち、提出要件審査委員会（委員：沈国威、玄幸子、小嶋美
由紀）は、周菁氏が本研究科の定める「博士論文（課程博士）審査に関する覚
書」の論文提出基準を満たしているかどうかを確認した。その結果、同氏は、
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一）必要単位（10 単位）を取得済みであり、博士論文のテ−マと関連する分野で、
二）論文 4 編（うち 2 編は査読有りの学会誌掲載論文）；三）口頭発表 9 回（う
ち国際学会 7 回、国内学会 2 回。［北京外大］東アジア交渉学会 2017 年次大会、
［金沢大］2017 年度秋期日本語学会、及び中国・蘇州大学、ドイツ・ボン大学
での学会発表は、厳格な審査を経て、採択、或いは招待されたもの）を有し、
四）博士論文聴聞会（2018 年 6 月 2 日）も終え、論文提出のすべての要件を満
たしていることを確認の後、研究科委員会（2018 年 7 月 25 日開催）に報告し、
同氏による論文提出の承認を得た。これを受けて 2018 年 9 月 28 日に周菁氏か
ら提出された論文を学位請求論文として受理し、研究科委員会（2018 年 10 月
10 日開催）において承認された論文審査委員会（主査：沈国威、副査：玄幸子、
小嶋美由紀、学外委員：竹越孝）での審査に入った。 
 提出された中国語論文（本文 280 頁、参考文献 27 頁、付録 103 頁）は、本報
告書「1．論文内容の要旨」において述べたように，厖大な語源資料をはじめ、
中国典籍、江戸期以降の日本漢学文献、福沢諭吉、西周をはじめ、明治期啓蒙
家の著述、翻訳、英華・英和辞書等の関連資料を徹底的に調査し、精密に検討
していた。また参考文献にも記されているように最新の研究成果もふんだんに
取り入れている。 
周菁氏の論文は、漢字文化圏における語彙体系の再構築と言語近代化の視点
から漢字形容動詞について、語彙史・訳語史の研究にわたって実証的に考察す
る意欲的なものである。研究手法の堅実さは評価に値するだけでなく、これま
でにややもすれば見落とされがちな叙述語の問題を体系的に取り上げ、積極的
に答えを出そうとするものであり、周菁氏の研究者としての自覚の高さが窺え
る。 
さらに次の3点からも、本学位請求論文は、優れたものと判断できる。 
 
（１）文化交流、言語接触に起因された語彙の環流を見据えた問題意
識：初めて漢字形容動詞を体系的に考察し、その全容を明らか
にすべく、全数調査を敢行し、信頼できる結論を得た。 
（２）漢字形容動詞についてその発生上の類型に従い、典型例を詳細
に考察した。方法論の確立により、個別事象として考察された
事柄が東アジアにおける語彙の受容、環流というより大きな射
程を得た。 
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（３）近代漢字形容動詞 175 語について基本的な語誌記述を行った。
それにより、日本語の辞書編纂のみならず、中国語、韓国語の
近代語記述も正確さを期すことが保証されよう。 
 
以上により、周菁氏の論文は、研究の方法や内容、記述の体裁や論理など、
すべてにおいて所定の水準に達しており、博士論文としてふさわしいものであ
ることを、論文審査委員会一同が認めた。 
 
 
